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(上)「夕顔」想像図 (筆者画)
(下)「夕顔」の絵馬 (仁井田神
社所有、高知市立自由民権記念
館写真提供)

夕顔

坂本龍馬が船内で

「船中八策」を起草

近
代
国
家

日
本

の
骨
格
を
船
中

で
構
想

坂
本
龍
馬
と
縁
が
あ
る
上
佐
藩
の
船
に
は
、

「紅

葉
賀
」
「胡
蝶
」
「夕
顔
」
「積
笛
」
と
い
っ
た
優
雅

な
名
が
つ
い
て
い
た
。

い
つ
ま
で
も
な
く

『源
氏
物

語
』
の
巻
名
に
ち
な
ん
だ
船
名
で
あ
る
。

こ
れ
ら
数
隻
の
な
か
で
、

の
ち
の
ち
ま
で
伝
え
る

べ
き
汽
船
が

一
隻
あ
る
。

「夕
顔
」
で
あ
る
。

な
ぜ
か
。

滝
馬
が
同
船
で
航
海
中
、

有
名
な

「船

中
人
策
」
を
起
草
し
た
か
ら
だ
。

虜
応
三
年

（
一
人
六
七
）
六
月
、

長
崎
か
ら
兵
庫

（神
戸
）
へ
向
か
う
船
中
で
の
こ
と
だ
っ
た
。

縫
馬

は
、

土
佐
藩
を
と
り
し
き
る
後
藤
象
二
郎
と
相
談
し

て
こ
れ
を
ま
と
め
、

海
援
隊
の
書
記

・
長
岡
謙
吉
に

書
き
と
ら
せ
た
。

能
馬
が
京
都
の
近
江
屋
で
暗
殺
さ

れ
る
五
カ
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

「船
中
人
策
」
は
、

幕
府
が
政
権
を
朝
廷
に
返
上

す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
着
想
を
前
提
と
し
て
お
り
、

こ
れ
を
人
力
条
の
冒
頭
に
か
か
げ
た
。

土
佐
に
戻

っ

た
後
藤
は
、

こ
れ
を
も
と
に
建
白
書
を
起
草
し
、

土

佐
藩
主
の
名
で
将
軍
に
献
策
。

そ
の
結
果
、

徳
川
慶

喜
の

「大
政
奉
遺
」
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

人
力
条
に
は
、

統

一
国
家
日
本
の
骨
格
も
示
さ
れ

て
い
た
。

そ
れ
ら
は
、

明
治
に
な
っ
て

「
五
箇
条
の

御
誓
文
」
に
受
け
継
が
れ
、

国
会
の
設
立
や
憲
法
の

制
定
な
ど
に
つ
な
が
っ
た
。

そ
し
て
、

そ
の
ポ
リ
シ

ー
の
基
本
は
、

現
代
も
生
き
て
い
る
。



も
と
英
国
船

「
シ

ュ
ー

エ
イ

・
リ
ー
ン
」

歴
史
の
舞
台
と
な

っ
た
上
佐
藩
の
汽
船

「夕
顔
」

と
は
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
船
だ

つ
た
の
か
。

こ
の
船
の
前
身
は
、

イ
ギ
リ
ス
船
の

「
シ
ュ
ー
エ

イ
　
リ
ー
ン
」
（朱
林
）
で
あ
る
。

文
久
三
年

（

人
大
三
）
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
建
造
さ
れ
た
。

船
主
は
ロ
ン
ド
ン
の
Ｇ
　
ダ
ン
カ
ン
社
。

鉄
製
の

ス
ク
リ
ュ
ー
汽
船
で
、

蒸
気
機
関
の
ほ
か
に
バ
ー
ケ

ン
テ
イ
ン
帆
装
を
備
え
て
い
た
。

船
名
か
ら
み
て
、

日
本
～
中
国
航
路
に
就
航
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

上
佐
語
が
買

っ
た
の
は
、

「船
中
人
策
」
の
年
の

二
月

（陰
暦
）
で
あ
る
。

購
入
を
仲
介
し
た
の
は
長

崎
の
オ
ー
ル
ト
商
会
で
、

船
価
は
洋
銀
十
五
万
五
千

ド
ル
だ
つ
た
。

幕
末
に
日
本
が
長
崎
で
買

っ
た
汽
船

で
、

十
五
万
ド
ル
を
超
え
る
船
は
少
な
い
。

決
し
て

安
い
買
い
物
で
は
な
か
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
土
佐
落
は
、
ど
う
も
厄
介
な
船

を
つ
か
ん
だ
ら
し
い
。
と
い
う
の
は
、

進
水
し
て
わ

ず
か
四
年
後
の
船
な
の
に
、

傷
み
が
か
な
り
進
ん
で

い
た
ふ
し
が
あ
る
の
だ
。

劣
悪
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
条

件
で
酷
使
さ
れ
た
の
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

龍
馬
と

ア
ー
ネ

ス
ト

・
サ
ト
ウ
が
同
船

イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
ア
ー
ネ
ス
ト
　
サ
ト
ウ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。

「船
中
人
策
」
の
二

カ
月
後
、

サ
ト
ウ
は
須
―――奇

（土
佐
）
か
ら
長
崎
ま
で

「夕
顔
」
に
乗

っ
た
の
だ
。
こ
れ
を
読
む
と
、

ボ
イ

ラ
ー
が
劣
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

―
シ
ュ
ー
エ
イ
リ
ー
ン
号
の
汽
継
は
古
く
て
、　

一

時
間
に
二
海
里
の
速
力
し
か
出
せ
な
か
っ
た
。

幸
い

に
も
天
候
は
穏
や
か
だ
っ
た
が
、

さ
も
な
け
れ
ば
、

ど
う
考
え
て
も
沈
没
し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ぼ
ろ

船
だ

っ
た
。

（岩
波
文
庫

『
一
外
交
官
の
見
た
明
治

維
新
し

―

こ
の
航
海
は
、

長
崎
ま
で
三
日
近
く
か
か
っ
て
お

り
、

下
関
に
半
日
ほ
ど
寄
港
し
た
。

時
速
ニ
ノ
ッ
ト

だ
と
、

三
日
で
は
と
て
も
無
理
だ
か
ら
、

エ
ン
ジ
ン

と
帆
を
併
用
し
た
の
だ
ろ
う
。

サ
ト
ウ
は
、

イ
ギ
リ
ス
水
兵
の
殺
害
事
件
の
談
判

に
立
ち
会
う
た
め
、

須
崎

へ
来
て
い
た
の
だ
。

事
件

は
長
崎
で
発
生
。

海
援
隊
員
に
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
、

イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
が
後
藤
象
二
郎
ら
と
会
談

し
た
。

そ
の
後
、

談
判
は
長
崎
で
続
行
と
決
定
。

サ

ト
ウ
は
須
崎
に
停
泊
し
て
い
た

「夕
顔
」
に
来
り
、

長
崎

へ
向
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、

こ
の
と
き
能
馬
も

「夕
顔
」
に

乗

っ
て
い
た
こ
と
だ
。

だ
が
、

サ
ト
ウ
は
航
海
中
、

能
馬
と
言
葉
を
か
わ
し
て
い
な
い
。
じ
つ
は
、

サ
ト

ウ
は
指
の
ヒ
ョ
ウ
ソ
に
悩
ま
さ
れ
、

姉
室
に
こ
も
っ

て
い
た
ら
し
い
。

幕
末
史
の
有
名
人
二
人
が
、

三
日

近
く
同
船
し
て
い
な
が
ら
、

交
流
の
機
会
が
な
か
っ

た
の
は
情
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

神
社
の
絵
馬
に
残
る

「夕
顔
」
の
姿

と
こ
ろ
で
、

「夕
顔
」
は
ど
ん
な
か
た
ち
の
汽
船

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
知
る
史
料
は
、

高
知
の
仁
井
田
神
社
に
奉

納
さ
れ
た

「夕
顔
」
の
絵
馬
し
か
な
い
よ
う
だ
。

絵

具
が
剥
落
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
み
る
と
、

三
本
マ

ス
ト
の
汽
船
で
、

バ
ー
ケ
ン
テ
イ
ン
帆
装
を
持

っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
フ
ォ
ア
マ
ス
ト
に
は
紅
白
紅

の
海
援
隊
旗
が
あ
が
っ
て
い
る
。

右
頁
の
略
図
は
、

絵
馬
を
参
考
に
筆
者
が
描
い
た

も
の
だ
。

同
船
の
模
型
が
高
知
市
教
育
委
員
会
に
あ

る
が
、

写
真
を
み
た
か
ぎ
り
で
は
、

こ
れ
も
絵
馬
を

も
と
に
制
作
し
た
も
の
ら
し
い
。

そ
の
後
の

「夕
顔
」
の
船
歴
は
平
几
で
あ
る
。

明
治
に
な
っ
て
、

岩
崎
弥
太
郎
の
九
十
九
商
会
に

移
り
、

東
京
～
大
阪
～
高
知
間
に
就
航
し
た
。

三
菱

の
船
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

船
名
も
や
が
て

「大
平

丸
」
に
改
め
ら
れ
、

西
南
戦
争
に
も
従
軍
し
た
。

明
治
十
四
年

（
一
人
人

一
）
に
難
破
し
た
。
こ
の

と
き
は
帆
船
に
な
っ
て
い
た
。

数
年
後
、

三
菱
は
二
代
日
の

「夕
顔
」
を
新
造
し

た
。

昭
和
三
十
年
代
ま
で
稼
働
し
た

「夕
顔
丸
」
が

そ
れ
で
あ
る
。

同
船
の
こ
と
は
本
シ
リ
ー
ズ

（二
〇

〇
二
年
二

・
四
月
号
）
で
紹
介
し
た
。山

田
　
迪
生
　
切


